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第３次中学受験ブームの到来
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１都３県の中学受験者数と受験率の推移

出典：首都圏模試センター (2023)
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✓首都圏では、受験者数と受験率がともに増加傾向

➢ 中学受験への関心が高まっている

研究背景 既存研究 データ 分析1 分析2 結論
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研究背景 既存研究 データ 分析1 分析2 結論

学校選択の決め手とは？
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✓中学受験では親の意向が強く反映され、本人の希望の他、

雰囲気や進学実績、交通利便性などが重視される

➢ これらの傾向は、コロナ禍で変化したのか？
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✓ 学校選択行動は、学力、親の属性、交通利便性といった様々な要因
と関係がある

➢但し、コロナ禍のような特異な状況下における学校選択行動の変化
に着目した研究は筆者らの知る限り存在しない。

学校選択要因（海外）

Gallego &Hernando（1999） 学生は地下鉄駅に近い学校を選ぶ傾向がある

Lavy (2006) 学校の自由選択制の導入にあたって、
学生が最寄りバス路線沿いの学校を選ぶ傾向がある

Dustan & Ngo(2018) 鉄道の開通によって、成績の高い学生が
より遠くの学力の高い学校を選ぶ傾向がある
逆に、成績の低い学生の学校選択は鉄道開通の影響を受けない

学校選択要因（国内）

貞広（1999） 学校選択には小学校は学校の近さ、中学校は進学校やいじめの
少ない学校が好まれることを示唆

片岡（2009） 質問紙調査により、学校選択には社会経済的地位や親の教育期
待の高さが影響していることを示唆

研究背景 既存研究 データ 分析1 分析2 結論

国内外の学校選択要因に関する研究
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コロナ禍では通学時間が短い学校や説明会や授業等のデジタル化を

含めた感染対策の充実した学校がより選ばれるのでは？

Schaller & Park(2011)は、感染症の流行時には、
伝染への恐怖が個人の意思決定を変化させると主張

研究の目的

コロナ禍前後における私立中学校の選択行動の変化を、
デジタル化と立地の二つの側面から明らかにすること

研究目的

研究背景 既存研究 データ 分析1 分析2 結論

Research Question
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研究背景 既存研究 データ 分析1 分析2 結論

研究の流れ

データの収集

✓ 中学受験に関する
データベースの構築

✓ 通学距離に関する
アンケート調査の実施

学校選択要因
に関する分析

通学距離
に関する分析

研究目的の達成のため、中学受験に関するデータを収集し、
2つの分析を実施する。

✓ 年度ごとに回帰分析
を実施し、各変数の
係数の変化を考察

✓ 通学距離に関する
固定効果モデルを構築
し、通学距離の経年的
な変化を考察

分析手法

次世代データ分析プラットフォーム「Alkano」を利用
Alkano上での分析フロー
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研究背景 既存研究 データ 分析1 分析2 結論

データ（中学受験）

✓出典 ：晶文社「首都圏中学受験案内」
✓対象期間：2019年～2022年
✓対象地域：1都3県
✓対象校 ：262校

※欠損のない私立中学校に限定

✓収集項目：
受験倍率、偏差値、授業料、
試験日、ICTデバイスの導入状況
などの項目を
手作業でデータベース化

✓追加項目：
上記に加え、各学校のHP等から

SNSの開設状況や
オンライン説明会の実施有無
を調査

中学受験
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中学受験データの基本統計（平均値）

2019 2020 2021 2022

Test-taker 受験者数 718.86 783.06 765.26 806.48

Comp_rate 受験倍率 2.12 2.27 2.26 2.29

Fee 授業料 119.35 121.66 121.39 124.22

Deviation 偏差値 52.35 52.59 53.16 53.46

ICT ICTデバイスの導入状況 0.57 0.53 0.67 0.87

Online_Info オンライン説明会 0.00 0.00 0.44 0.45

SNS SNSの開設状況 0.16 0.21 0.42 0.41

Online_Class オンライン授業の有無 0.00 0.00 0.91 0.95

➢デジタル化に関する変数の平均値（=導入率）は
いずれもコロナ禍を契機に大幅に増加

研究背景 既存研究 データ 分析1 分析2 結論
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研究背景 既存研究 データ 分析1 分析2 結論

◼ 出典 ：独自のアンケート調査
➢ 首都圏私立中学校に在校生の居住自治体に関する

アンケート調査（データ提供依頼）を実施

◼ 学校数：21校
➢ 回答の得られた44校のうち、対象期間内の欠損がないデータを抽出

◼ 年度 ：2019~2022
◼ 変数 ：平均通学距離（Km）

➢ 学校と在校生の居住市区町村の代表点（役所）間の距離から、
平均通学距離を算出

①データの収集 ②データの整理 ③計算

11.5km

データ（通学距離）

市区町村 通学者数（人）

A区 10

B区 20

C区 22

D市 5

E市 3

F市 1

… …

在校生の所在地
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𝐶𝑜𝑚𝑝_𝑅𝑎𝑡𝑒𝑖

= 𝛽0 + 𝛽1𝐼𝐶𝑇𝑖 + 𝛽2𝑂𝑛𝑙𝑖𝑛𝑒_𝐶𝑙𝑎𝑠𝑠𝑖 + 𝛽3𝑂𝑛𝑙𝑖𝑒_𝐼𝑛𝑓𝑜𝑖 + 𝛽4𝑆𝑁𝑆𝑖 + 
𝑘=5

𝐾

𝛽𝑘𝑋𝑖,𝑘 + 𝜖𝑖

変数 内容 添字・パラメータ 内容

𝐶𝑜𝑚𝑝_𝑅𝑎𝑡𝑒𝒊 受験倍率（受験者数/合格者数） 𝛽0, 𝛽1, … , 𝛽4
推定する
パラメータ

𝐼𝐶𝑇𝒊 ICTデバイスダミー 𝜀 誤差項

𝑂𝑛𝑙𝑖𝑛𝑒_𝐶𝑙𝑎𝑠𝑠𝒊 オンライン授業ダミー 𝑖 学校

𝑂𝑛𝑙𝑖𝑒_𝐼𝑛𝑓𝑜𝑖 オンライン説明会ダミー

𝑆𝑁𝑆𝑖 SNSダミー

𝑋𝑖,𝑘
授業料（万円）、偏差値、
学校種別、試験日

目的
受験校選択の要因について年ごとのクロスセクションの回帰分析を行い、
係数の経年的な変化を明らかにする

分析1:学校選択要因に関する分析手法
研究背景 既存研究 データ 分析1 分析2 結論
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year 2019 2020 2021 2022

係数 係数 係数 係数

(Intercept) -0.87 -5.11 ** -2.43 -4.54 *
ICT -0.01 -0.17 0.11 0.39 **
Online_Class 0.19 -0.20

Online_Info 0.25 * 0.13

SNS 0.02 0.06 -0.15 -0.28 **
Deviation 0.05 *** 0.05 *** 0.05 *** 0.04 ***
Fee -0.05 0.82 * 0.31 0.82

adj-Rsq 0.46 0.43 0.38 0.39

n 262 262 262 262

受験校選択の要因に関する回帰分析の結果

Deviationは偏差値、Feeは授業料
***p<0.01, **p<0.05, *p<0.1．試験日ダミー，学校種別ダミーの係数は省略

分析1:学校選択要因の経年変化
研究背景 既存研究 データ 分析1 分析2 結論
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year 2019 2020 2021 2022

係数 係数 係数 係数

(Intercept) -0.87 -5.11 ** -2.43 -4.54 *
ICT -0.01 -0.17 0.11 0.39 **
Online_Class 0.19 -0.20

Online_Info 0.25 * 0.13

SNS 0.02 0.06 -0.15 -0.28 **
Deviation 0.05 *** 0.05 *** 0.05 *** 0.04 ***
Fee -0.05 0.82 * 0.31 0.82

adj-Rsq 0.46 0.43 0.38 0.39

n 262 262 262 262

受験校選択の要因に関する回帰分析の結果

Deviationは偏差値、Feeは授業料
***p<0.01, **p<0.05, *p<0.1．試験日ダミー，学校種別ダミーの係数は省略

分析1:学校選択要因の経年変化
研究背景 既存研究 データ 分析1 分析2 結論

✓ ICTデバイスの導入状況は2022年のみ有意に
受験倍率に正の影響がある

➢ デジタル教育に対するニーズの増加が、
ICTデバイス導入校に対する人気を高めたこと
が考えられる。
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year 2019 2020 2021 2022

係数 係数 係数 係数

(Intercept) -0.87 -5.11 ** -2.43 -4.54 *
ICT -0.01 -0.17 0.11 0.39 **
Online_Class 0.19 -0.20

Online_Info 0.25 * 0.13

SNS 0.02 0.06 -0.15 -0.28 **
Deviation 0.05 *** 0.05 *** 0.05 *** 0.04 ***
Fee -0.05 0.82 * 0.31 0.82

adj-Rsq 0.46 0.43 0.38 0.39

n 262 262 262 262

受験校選択の要因に関する回帰分析の結果

Deviationは偏差値、Feeは授業料
***p<0.01, **p<0.05, *p<0.1．試験日ダミー，学校種別ダミーの係数は省略

分析1:学校選択要因の経年変化
研究背景 既存研究 データ 分析1 分析2 結論

✓ オンライン授業の実施状況は受験倍率に
影響を与えない

➢ オンライン授業は9割以上の学校で実施された
ため、受験校選択における差別化要因としては
機能しなかった可能性が高い。
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year 2019 2020 2021 2022

係数 係数 係数 係数

(Intercept) -0.87 -5.11 ** -2.43 -4.54 *
ICT -0.01 -0.17 0.11 0.39 **
Online_Class 0.19 -0.20

Online_Info 0.25 * 0.13

SNS 0.02 0.06 -0.15 -0.28 **
Deviation 0.05 *** 0.05 *** 0.05 *** 0.04 ***
Fee -0.05 0.82 * 0.31 0.82

adj-Rsq 0.46 0.43 0.38 0.39

n 262 262 262 262

受験校選択の要因に関する回帰分析の結果

Deviationは偏差値、Feeは授業料
***p<0.01, **p<0.05, *p<0.1．試験日ダミー，学校種別ダミーの係数は省略

分析1:学校選択要因の経年変化
研究背景 既存研究 データ 分析1 分析2 結論

✓ オンライン説明会の実施状況は2021年のみ
受験倍率に正の影響を与えた

➢ コロナ禍の初期では、オンライン説明会が有効であった
ものの、コロナとの共存が進む中で、
差別化要因としての機能が薄まった可能性がある
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year 2019 2020 2021 2022

係数 係数 係数 係数

(Intercept) -0.87 -5.11 ** -2.43 -4.54 *
ICT -0.01 -0.17 0.11 0.39 **
Online_Class 0.19 -0.20

Online_Info 0.25 * 0.13

SNS 0.02 0.06 -0.15 -0.28 **
Deviation 0.05 *** 0.05 *** 0.05 *** 0.04 ***
Fee -0.05 0.82 * 0.31 0.82

adj-Rsq 0.46 0.43 0.38 0.39

n 262 262 262 262

受験校選択の要因に関する回帰分析の結果

Deviationは偏差値、Feeは授業料
***p<0.01, **p<0.05, *p<0.1．試験日ダミー，学校種別ダミーの係数は省略

分析1:学校選択要因の経年変化
研究背景 既存研究 データ 分析1 分析2 結論

✓ SNSの開設状況は2022年のみ受験倍率に
不の影響を与えた

➢ 倍率の高い学校よりも、倍率の低い学校が
受験生を集めるために、積極的にSNSが開設する
という逆の因果の可能性が高い。
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year 2019 2020 2021 2022

係数 係数 係数 係数

(Intercept) -0.87 -5.11 ** -2.43 -4.54 *
ICT -0.01 -0.17 0.11 0.39 **
Online_Class 0.19 -0.20

Online_Info 0.25 * 0.13

SNS 0.02 0.06 -0.15 -0.28 **
Deviation 0.05 *** 0.05 *** 0.05 *** 0.04 ***
Fee -0.05 0.82 * 0.31 0.82

adj-Rsq 0.46 0.43 0.38 0.39

n 262 262 262 262

受験校選択の要因に関する回帰分析の結果

Deviationは偏差値、Feeは授業料
***p<0.01, **p<0.05, *p<0.1．試験日ダミー，学校種別ダミーの係数は省略

分析1:学校選択要因の経年変化
研究背景 既存研究 データ 分析1 分析2 結論

✓ 偏差値はすべての時点で受験倍率に正の影響を
与える

➢ 偏差値が高い学校ほど、人気は高く、
またその傾向はコロナ禍前後で変化しない。

17



研究背景 既存研究 データ 分析1 分析2 結論

分析2:通学距離に関する分析手法

𝐼𝑛 𝐶𝑜𝑚_𝐷𝑖𝑠𝑡𝑖𝑡 = 𝑆𝑐ℎ𝑜𝑜𝑙𝑖 + 𝑌𝑒𝑎𝑟𝑡 + 
𝑘=5

𝐾

𝛾𝑘 𝑋𝑖𝑡,𝑘 + 𝜖𝑖𝑡

変数 内容 添字・パラメータ 内容

𝐼𝑛 𝐶𝑜𝑚_𝐷𝑖𝑠𝑡𝑖𝑡
t年における学校𝑖の平均通学距離
の対数値

𝛾𝑘
推定する
パラメータ

𝑆𝑐ℎ𝑜𝑜𝑙𝑖 学校固定効果 𝜀 誤差項

𝑌𝑒𝑎𝑟𝑡 時点固定効果 𝑖 学校

𝑋𝑖𝑡
授業料（万円）、偏差値、
学校種別、試験日

𝑡
時点
（2019-2022年）

目的
私立中学校に通う学生の通学距離の経年的な変化について、
固定効果モデルを用いて明らかにする
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研究背景 既存研究 データ 分析1 分析2 結論

分析2:通学距離に関する分析結果

(1) (2)

係数 t-value 係数 t-value

(Intercept) 9.544 9.98 *** 8.876 23.67 ***

Deviation 0.012 1.91 * 0.010 1.85 *

Fee -0.155 -0.84

時間固定効果 2020 -0.006 -0.41 -0.007 -0.56

2021 -0.023 -1.54 -0.024 -1.83 *

2022 -0.029 -1.71 * -0.033 -2.50 **

学校種別 Yes No

試験日ダミー Yes Yes

学校固定効果 Yes Yes

adj-Rsq 0.99 0.99

AIC -277.9 -286.5

n 84 84

***p<0.01, **p<0.05, *p<0.1
(1)は全変数モデル、(2)はAIC最小化を基準としてステップワイズ法で
変数選択を行ったモデルの推定結果を表す。

通学距離に関する固定効果モデルの結果

19



研究背景 既存研究 データ 分析1 分析2 結論

分析2:通学距離に関する分析結果

(1) (2)

係数 t-value 係数 t-value

(Intercept) 9.544 9.98 *** 8.876 23.67 ***

Deviation 0.012 1.91 * 0.010 1.85 *

Fee -0.155 -0.84

時間固定効果 2020 -0.006 -0.41 -0.007 -0.56

2021 -0.023 -1.54 -0.024 -1.83 *

2022 -0.029 -1.71 * -0.033 -2.50 **

学校種別 Yes No

試験日ダミー Yes Yes

学校固定効果 Yes Yes

adj-Rsq 0.99 0.99

AIC -277.9 -286.5

n 84 84

***p<0.01, **p<0.05, *p<0.1
(1)は全変数モデル、(2)はAIC最小化を基準としてステップワイズ法で
変数選択を行ったモデルの推定結果を表す。

通学距離に関する固定効果モデルの結果

✓ 偏差値が1上昇すると、
平均通学距離が1~1.2%遠くなる

➢ 成績の良い学生がより遠くの学校へ行こうとする
傾向があることを示したDustan & Ngo(2018)の
結果と整合
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研究背景 既存研究 データ 分析1 分析2 結論

分析2:通学距離に関する分析結果

(1) (2)

係数 t-value 係数 t-value

(Intercept) 9.544 9.98 *** 8.876 23.67 ***

Deviation 0.012 1.91 * 0.010 1.85 *

Fee -0.155 -0.84

時間固定効果 2020 -0.006 -0.41 -0.007 -0.56

2021 -0.023 -1.54 -0.024 -1.83 *

2022 -0.029 -1.71 * -0.033 -2.50 **

学校種別 Yes No

試験日ダミー Yes Yes

学校固定効果 Yes Yes

adj-Rsq 0.99 0.99

AIC -277.9 -286.5

n 84 84

***p<0.01, **p<0.05, *p<0.1
(1)は全変数モデル、(2)はAIC最小化を基準としてステップワイズ法で
変数選択を行ったモデルの推定結果を表す。

通学距離に関する固定効果モデルの結果

✓ 2019年に比べ、2021年、2022年は平均通学距離
が2.3~3.3%短い

➢ コロナ禍において、通学距離の近い学校を好むように
なったことを示唆

21
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結論

✓コロナ禍を契機に、私立中学校選択の要因が変化
➢ ICTデバイス導入等のデジタル教育を促進している学校や

通学距離の短い自宅に近い学校を選ぶ傾向が増加

➢ その一方で、オンライン説明会やオンライン授業の導入は学校選択に
おける差別化要因としての機能は小さい

➢ また、偏差値など、コロナ禍に関わらず、
学校選択に一定の影響を及ぼす要因も存在

◆ 但し、データの制約上の課題は残されている
➢ 偏差値による傾向の差異などの精緻な分析はできていない
➢ 通学距離に関するデータは21校に限定されるため、
データの代表性に懸念がある

22
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最後に
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